
73.中国で見聞きしたことなど

今耳、一昨年に統き 2度目の中国文物YL聞の旅を来

す」二とができた。この 2悶の訪中は、隙H!sを中心とす

る地域で主に挫磁文化燃の保滋行政にたずさわってい

る有志、が間活文物保護1'1~収良友好訪中団(団長一奈

良鴎立文化財研究所町田章)として訪れたものであリ

古来からわが国にさまさまな最多轡を与え統けてきた中

国の文化財iこl直接殺して中関文明を少しでも渡解し、

それによって日頃取り扱っているわが国の文化財を新

しい観点からJi!.ii'(そうというほどおこがましいもので

はないが、とにかく知りたいという一心からであった。

この 2回で訪れる二とのできた地fii解除、旅大、北京、

安隊、西安(長安)、治陽、訴手"1、上海、広州‘|などであ

る。これらは中国のごく一部の地域ではあるが、それ

でも中国大俊各地の状況を自の当 1)に見てまずその広

大さに自を見lまった。そして、各地の文物を見ること

によって、その高度で奥行きが将棋く多様性のある文化

の一端をかいまみた気がした。見学できた側々の文物

についての感想は別の機会にゆずるとして、ここでは

その中から特に近江と何らかの関係を有するものを l

. 2とりあげてみたい。
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サゾリ文瓦と通称される巡務文方形事干瓦と111J京寺式

の綾弁遮議文軒丸瓦て'瓦当惑商にメL瓦部の布目と述絞

する布自のある瓦fi大法官時代に使用されたと考えら

れるむので、大t1t北郊地域特有の瓦である.これらは

今までに械氷原瓦穏や穴太瓦織で鋭かれたことが知ら

れている(稔 1)。この特集な形状の方形系統の瓦はわ

が国の長い瓦の変巡のゆでよの時期によの地域に限っ

て出土するものである。このため、この意匠の発案に

(;t天智天皇の強い庇への志向性と関係がありはしない
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かという約想があゐ。また、瓦当装而に布自のある綾

弁迎慈・文の意匠1:1:大手日川原考出土のそれと要員似し、こ

れらはほぼ向日寺に現れる文械で、これも底の最多轡が考

えられている.こうしたことから、いわゆるサソリ文

瓦と瓦当誕百百に布自のみられる瓦について特に注意を

払いながら各地の博物館を見て図った。

しかし、瓦当が方形で丸瓦部ら断宙がn形を呈する

サソリ文瓦はもちろん、それに類似する瓦はついに見

出すことはできなかった。北京の歴史博物館では学議

員の務官伴氏に持参した写真.を見せて類似する瓦はな

いかとたずねもしたが、そういう極額の瓦は中図には

ないという答えて‘あうた。サソリ文瓦の淑流{立中国に

はないようである。過目、草事国へ行づた際もこのこと

に注意したが認められず、関係図舎にもみられないた

め、この畿の瓦はやは 1)大主I!a時代の南滋賀を中心と

する地域にのみみられる瓦として位低づけられょうか.

ただ、事干丸瓦で瓦当装衝に布目疫のみられる瓦につ

いてはやや手がかりをつかむことができた。各博物館

の展示はいずれも瓦当表衝を表にしているため浪商の

観察はほとんどできなかったが、西安にある隙e91li博

物館で務代(8 . C .221-8 . C .206年)の円瓦i主主 (8本

でいう車F丸瓦)の瓦当裳涜i下半の問問にそって凸締が

あるのを薄暗い展示ケースの斜め下からかるうじて裕

認することができた。この凸僚は衛滋貝原E寺や4並木原

瓦高官出土の瓦当袈街に布自のみられる瓦に符有のもの

で、瓦当と丸瓦宮市を接合する際、この隠の瓦1:1:瓦当に

円筒形の丸瓦を抑しつけ、接合後円鈴を縦に半載して

その半分を切り取るのであるが、その時瓦当袈I街の下

半周縁にそって切り残した堤状の凸帯ができる(註2)。

西安で見た瓦はまさにこれと磁似する凸術だったので

ある.また、北京の中悶社会科学総考古研究所の展示

ケースでも j集長安城出土瓦に瓦当選E商の下半に問機の

緩弁蓮華文事干丸瓦(南滋賀廃寺出土)

蓮華文方形軒瓦(サソリ文瓦)

凸帯をI'a、めることができた.ζれも|稽〈て布日伎の有

無についてまでは羽海認できなかったが、;Jj・古研究所の

安志敏先生に布自の有無やその腿作方法について質問

してみたところ、先生は布団の有無についての細かな

点までは記憶されてはいなかったが、その製作につい

ては、同筒形の:.tL瓦を瓦~tl に:f1jl しつけた後‘半分-t;JJ リ

はなしたようだと述べられた。この技法1:1:南滋賀廃寺

や槻木l京瓦総出土のものと会〈同じ技法といえるので

ある.

中国における瓦の起i僚は戦闘時代(B . C .403 -B . 

C .221年)にあるといわれ、殺初、瓦さ告が半円状を呈

すると|土瓦当が現t't、その後円瓦当ら現れた。また、円

瓦当を半載してと争瓦さおを作ることも行われたようであ

る.円庁長の瓦当1.:円筒形のlL瓦をflj'しつけ、会体を縦

断に二分して半瓦当を 2ifl.i作るか、または筒部のみ半

放して円瓦当 1sl，1を作る技法はすでにi英代に 1;1.有伯:し

同 裏面
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いわゆる一本造り野丸瓦(荷滋賀廃寺出土)

ていたといわれる.険西省博物館で見たのはそれよリ

ちい官能代のもので、この後者の技法l孟海滋賀で出土す

る瓦に共通するのである.ニのいわゆる一本造リ技法

はわが闘では商館貨のそれが初草花である。近江ではそ

の後、書長t主主択ないし平安初期に瀬悶を中心とする地域

に流~文の文機をもっ瓦当に用いられ、平安部l期後半

~中111]1二は平安京日rrJ:TJJむこみることができる。 rr箆|で
のこのぞEの瓦の位滋づけとその後の絞総lま明らかでな

い。その後瓦作りは籾鮮に伝わり、さらにわが国にむ

たらされるのだが、わが閣で殺初に作られた飛鳥寺の

瓦はこうした製作技法は用いていない。中国における

時期とわが国とて'は約 600年の~隊が有ってその経総

についてはまだ明らかでない。朝鮮半ぬでこの技法を

用いた瓦については管見ではその例を知らないが、 i白

目、寝付|を訪れた際、合j((品庖の宿先で李朝11寺代の瓦

ではあるが瓦当裏面に布目伎の恕められる瓦を線認す

るよとができた。今後ζ うした観点からみてゆけ(!時

代のさかのぼるこの絡め瓦の見出される可能性がある

ように思われた。こうみると、わが国でみられるいわ

ゆる一本造り技法もその源流Ij:朝鮮 ・中国に求められ

るようだが、その具体的な実証については今後の課題

としたい。

3 

実智天皇を務犯する近江事11]ぎには漏真1](水時計)が

推定彼l家されている.これは『日本t!}紀』天智10年の

粂に

夏四月の丁卯の朔語辞卯に、編魁を新しき~に置く.

始めて候時を打つ。餓盟主を動す。始めて滋i魁を用い

る。 此のi総魁lま、ヲE阜の、皇太子に為す時に、始め

て税ら製造れる所なリと、去玉三(註3). 

とあるところから、新しい技術や新進の文明を強〈求

める気質のあった天智天皇にちなんで置かれたもので

あろう。

わが固における時刻i制度についての初見(j:斉明夫泉

6年(660)で、天智天皇の皇太子の時に漏魁(刻)を製

作したと伝える.しかし、その構造や当時の11寺法の詳

紛lについては明らかでない。

時計にli水時計(i.崩事1])や砂時計、ローソク時計など

の原始時計、娘子時計、テンプゼンマイ時計、水品時

計、原子時計などがある.水時計や砂時計などは老子総

に入れた水や砂が小穴から流出するのにはば一定のi時

間が必要であることを利用して時間を扱1]ろうとするも

のである。 14世紀になるとおもりを動力源とする機械

|時計が矧いられるようになり、 17世-紀中頃にテンプゼ

ンマイで制御されたテンプを共振製薬として使ったも

のが近年まで多〈普及していた。最dl.i:で(;t周期性のき

わめて商い水品片を共J民事長撲として周いた腕時計や原

子鍛動に必づいた原子時計も作られている(詮4)。

わが閣において、水l時~ I・はほから学んだもののよう

で r大Jilf六典』という 'll~!fØJには「聾ニ孔シテ漏(水|時

計)ト為シ、北ヲ浮ベテ刻ト為シ、以テ巾是 ・昏明ノ

候ヲ考・エルuと記されており、畿に水をi践し、獲に穿

たれた小孔から水が下の受けまEに流れ、そ 4二に立てた

g 械を入れた衡が水誌の判官すに従って浮上して時刻lを

ifll]る仕組みとなっていたようである。

古代にあっては、現平Eわれわれの用いている定時法

とは災なリ、日出と日没または夜明けと日暮れなどを

一組の自然時点として用いた不定11寺法ーであった。この

ため、季節によって会と夜の長さが異な 1)，t大鹿六典』

には、 24節気(立春、雨水、啓f炎、森分、消明、穀雨、

立夏、小湖、芭獄、夏至、 /J、絵、大谷、立秋、処森、

白銀、秋分、終A1!t，給降、立冬、小宮、大省、冬豆、

小;Qf、大型事)ごとに街?をとリかえ、持管i主役附i用と夜間

用とあったため合計482ドの筒が必要であったとされて

いる(段5)。

平安初期lに作られた r令緩解』によると、中務省の

所官二で天文、!替数、 j孔窓の気色などをつかさどる陰陽

錠があり、ここには陰陽師6入、陰陽防士1入、 l穆博

近江神宮の漏1IJ

- 3 -



北京の故宮内交泰殿にある錦重量滴漏

士 1入、矢文博之1:1人、 t緑tlJ博士2人などがいて、そ

の下にそれぞれ陰陽生や暦生、天文生、守辰丁などが

いた。 i婦~J 博士の下には守辰丁20人がいて漏刻博士か

ら漏tlJの筋を伺い時をも って鍛殺を打つよとをつかさ

どっていたよとが記されている。これによ って、わが

国古代律令制下における時刻制度の一端を伺うよとが

できる。

きて、このjti:江者11'B"にsるi!ll刻が何lニ必づいて復l孫

されたものであるか不明であるが、これに類似したも

のを北京で見ることができた，

1つは故宮め車l:WJ宮内のちど4毒殺にt泣かれていた。乾

i宵宮とは皇帝の公合ともいうべき所で、わが殴の宮殿

でいえば内裏に相当する.ニの正殿に当るのが乾清宮

でその後ろに交務般がある。交様殿の中央には宝IAが
訟かれ、その1:i.おには 2例の大きな時計が近かれてい

る。|向かつて右1!lgカe水時計で、左側がゼンマイ式の大

時計である。この水時計は「銅器i商品品」と鋭明があり、

i盤台形の凶角い'!l'~が階段状に 31開並べてあった。これ

は乾険10年(1745)に古式にのっとって作られたものと

いう.世かれた場所が滞日脅ししかもかなり高い位置

にあったため具体的な構造についての観察はできなか

ったが、 iti:江事11宮のi紛糾と j彰状がよ〈似ていた。

もう 1つは歴史博物館iニ展示されていた。これは元

北京の歴史博物館にある錫獲滴漏

代の延祐 3 4'-(1316)のもので、現~中国に現存するも

のとしては絞る古〈、殺L怒った鋼澄繍漏であるとい

う 。 これは銅製で横断商の丸い資 4個から~り、そ札

ぞれ日後、月盗、お1紫、 J受水慾と日乎ばれ、階段状に 4

fOl二並べて留かれている.それぞれの獲には濯があっ

てーまさの氷が上から下へ流れ落ちるようにしてある。

一番下の受水盤の事長の中央には l本の銅尺がとリつけ

てあり、この尺には12の:&1Jみをつけ子から亥までの十

二支名を下から上へl頓に付している。剣尺の前には木

製の浮箭が錦尺にそ って上下する仕組みになっている。

そして箭の下織は浮升となっているために水の上非に

従って術も浮よし、このi精の上昇を剣尺でi!llJって時刻j

を知る構造になっている.

こうした事例をみて、天智天皇によって製作された

尚喜lJもこ札らと煩似したものと祭せられるのである。
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